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会社概要
商 号:株式会社ホクシンエレクトロニクス
代表者:代表取締役社⾧ 佐藤 宗樹
設 立:平成3年11月7日
資本金:2,600万円
事業所:秋田県秋田市牛島 本社工場、第一工場、第二工場
従業員数:300名

認証・登録
・ISO9001:2015年度版
・エコアクション21:2017年度版
・医療機器製造業登録



事業内容
・各種アンテナ（携帯電話等）
・プラスチック成形
・液晶バックライト用ランプ組立
・半導体製造装置ユニットの製造
・FPC（フレキシブルプリント回路基板）の加工・検査
・医療機器（超音波式フローセンサー）

各種アンテナ

プラスチック成形部品



主な廃棄物について
・事業系一般廃棄物（6％）→ 事務系の紙類やプラスチック類の混合物
・産業廃棄物（33％）→ 廃プラスチック類・金属くず・

廃油・水銀使用製品（蛍光ランプ）
・有価物（61％）→ 紙類・金属類・プラスチック

2017年度実績:排出量=32.4ton

リサイクル率=91.9％



減量化に向けた基本的な考え方
・製品歩留まりの向上
・リサイクル率の維持・向上
・最終処分量（埋立）のゼロ化
・適正な処理



具体的な取り組みの内容（主なもの）

①廃プラスチックのリサイクル
プラスチック成形部品をマテリアルリサイクルとサーマルリサイクルへ。
歩留まり向上による減量化。分別の徹底によるマテリアルリサイクル化。
業者へ依頼して、破砕→溶融固化を行い、RPF（固形燃料）に処理して、
セメント工場の補助燃料としてサーマルリサイクル化。
またプラスチック成形部品以外のプラ製廃棄物もサーマルリサイクル化。

RPF（固形燃料）



セメント製造工程（抜粋）

出典:三菱マテリアル株式会社 岩手工場

原料工程 仕上工程



具体的な取り組みの内容（引き続き）

②廃油のリサイクル
製品の洗浄で使用していた廃油を業者へ依頼して、油水分離→濾過→遠心
分離等の処理を行い、セメント工場の補助燃料としてサーマルリサイクル化。
現在では溶剤による製品の洗浄工程は行っていない（今後排出予定無し）。

③水銀使用製品（蛍光ランプ）のリサイクル他
廃蛍光ランプを業者へ依頼して、水銀の適正処理を行うと共に、事業所
内照明を、LED照明へ切り替えを計画的に実施して、水銀使用製品（蛍光
ランプ）の排出量の抑制を図っていて、省エネ効果にも寄与している。



取り組みの手法（EMS）
当社においては環境マネジメントシステムとして、ISO14001ではなく
環境省が策定した「エコアクション21」の認証をいただいております。
ISO14001規格を参考としつつ、中小事業者にとっても取り組みやすい
環境経営システムです。
省エネルギー、廃棄物の削減・リサイクル、節水、自らが生産・販売・
提供する製品の環境性能の向上及びサービスの改善に取り組んでいます。
環境コミュニケーションの取り組みのひとつとして、環境活動レポートの
作成と公表(1回/年)が必須となっていて、当社としてもエコアクション21
中央事務局ホームページや自社のホームページで公表しております。



当社ホームページ



今までに取り組んだこと
①温室効果ガスCO2排出量削減
・電力購入先変更
・社有車のアイドリングストップ活動やエコドライブ活動
・省エネパトロール（1回/週）の実施 → 定時退社日の設定

②廃棄物削減とリサイクルの推進
・一廃、産廃の分別徹底
・リサイクルの推進

③省資源の推進
・水使用量の削減、OA用紙購入量の削減



今までに取り組んだこと（引き続き）
④リスク管理の強化
・化学物質の管理
・緊急事態への対応

⑤環境配慮型製品の購入
・グリーン購入の推進

⑥社会貢献活動の推進
・地域清掃活動の実施や参加、廃食用油収集、こでん回収、献血

⑦環境コミュニケーションの推進
・協力会社支援、環境教育の継続実施（社内）



取り組みの効果
①温室効果ガスCO2排出量削減
・電力購入先変更:東北電力株式会社から再生可能エネルギーメインの

電力会社に契約変更
2008年←→2018年比較 CO2:△86％の削減、金額:△11％の削減

②廃棄物削減とリサイクルの推進
・分別の徹底とリサイクルの推進

2008年←→2017年比較 70.3％/2008年←→91.9％/2017年
③省資源の推進
・OA用紙購入量の削減
工程内で使用しているB4用紙をA4に裁断して活用
385千枚/年分のOA用紙の購入無し。270千円/年のコストダウン



取り組みの効果
④リスク管理の強化
・化学物質の管理→環境負荷物質管理のシステム化（RoHS指令を含め
chemSHERPA-AI等のツールを活用した化学物質管理方法の確立）

⑤環境配慮型製品の購入
・グリーン購入の推進
2008年←→2017年比較 70.3％/2008年←→98.6％/2017年

⑥社会貢献活動の推進
・夕日の松原クリーンアップへの参加や献血への協力の継続

⑦環境コミュニケーションの推進
・環境経営システム導入による組織の活性化



今後も役立つ取り組みを、皆様と共に実践して参ります。

ご清聴ありがとうございました。


